
国公立大前期日程まで あと４０日 卒業式まで あと４５日

各自の進路に向けて有意義な自宅学習期間を

明日から2次特編が始まり，進路決定者は長期間の自宅学習期間に入ります。健康に留意し，目標を

もって自律的に生活するよう心がけましょう。自宅学習期間は休日ではありません。 前回号にも書き

ましたが，この後１月２４日(水)が全員登校となり，２月2８日(水)まで全員登校日はありません。服

装・頭髪検査で指導されることのないよう，最後まで立派な「谷高生」のままでいてください。

これから受験する人へ

共通テストはどうだったでしょうか。全体の動向が分かるにはもうしばらく時間を要しますが，とも

かく，君たちはここまでやり抜きました。受験勉強の辛さだけではなく，コロナ禍のさまざまな苦難を

乗り越えてここまでやって来ました。この経験は君たちを大きく成長させたはずですし，きっとこれか

らの君たちの支えとなると思います。

そして，一息ついたら，また一歩先へと歩き始めましょう。判定結果を受け止め，それをもとに出願

先を決めることになります。苦しい，難しい判断をしなければならない人もいるかもしれません。です

が，どうか冷静に現状を分析して決断してください。結果が良くても悪くても，勝負はこれからです。

予定通りのプランで進めなくても，きっと道はあります。共通テストの得点を踏まえ，自分の記述力で

勝負できるところを受験校に定めましょう。

決断の後は勉強です。これからの期間は，現役生がさらに驚異的な伸びをみせる時期です。１次特編

で共通テスト演習を徹底的に行ったことで基礎力が身についているところに，目標が明確になることで

やる気・集中力がアップするからです。また，科目負担が減ることで，1教科1科目に当てられる時間

が増えて心に余裕がでます。苦手な分野に十分な時間をかけることもできるので，確実に学力を伸ばす

ことができます。

まずは，共通テストのように瞬時に答えを探るのではなく，一定時間じっくりと考えて，答案を書き

記す記述力の勘を取り戻しましょう。数学Ⅲ，理科や地歴公民の記述等はしばらく勉強していなかった

はずです。「表現力｣が問われる２次（個別）試験に向けて，気持ちも勉強の仕方もギアを切り替える必

要があります。教科書を最初から読み直すことで，忘れていた基本事項をおさらいするのもよいでしょ

う。例えば，数学であれば公式を思い出すための見直しではなく，証明の過程をおって，その考え方を

理解する，という解法の考え方をおさらいするための見直しです。そして，本命の大学の入試問題は，

赤本で4～5年分は繰り返して演習（繰り返すことが目的にならないように）し，確実に自分のものと

しましょう。入試問題演習に取り組む時は，制限時間の80%（～90％）以内でやってみるとよいでし

ょう。80%でやるのは，本番では残された20%の時間を見直しに使うためです。問題を書き終えて，

見直しをきちんとやれるのとやれないのとでは大違いです。この繰り返しで入試問題を解くようにする
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と，自然に速く問題を解く技術が身に付いてくるし，限られた時間の中で，確実に点になる問題を見抜

く目も養えます。先生方に質問や相談がある人は，学校の日程を確認の上，登校してください。授業や

出張で不在な場合があるため，先生にあらかじめ都合を伺い，お願いしておきましょう。

最後に，２次特編の期間中，私立大入試などで来られない場合やコロナやインフルエンザが疑われる

症状がある場合を除いて，できるだけ登校することをお勧めします。学校で勉強すると，仲間ががんば

っている姿を見て「自分もがんばろう」と気を引き締めることができるし，休憩時間の友達との会話が

ストレス発散にもなります。共通テストの時と同様に早起きを心がけて，実際の入試に合わせた生活リ

ズムづくりに活用してください。

進路が決定している人へ

まとまった時間を自由に使える貴重な期間です。規則正しい生活を心がけ，読書や趣味，資格試験の

勉強など，自分を向上させるための有意義な時間を過ごして欲しいと思います。進路先で困らないよう

に，課された課題はもちろん，高校時代の苦手科目の復習や進路先で学習する科目内容の確認など，各

自が将来をしっかり考えて進学，就職に備えてください。

また，アルバイトや自動車免許取得は，学校のきまり（2学期終業式の学年だよりに掲載）に従うこ

と。無届けや期間を守らないなどの考え無しの行動により，推薦合格が取り消されるなどということが

絶対にないように，立場をわきまえて行動してください。

受験結果等は必ず報告してください。

国公立大の前期・後期試験まではもうしばらくありますが，そろそろ私大の一般入試が始まります。

出願の完了と受験結果の両方を担任に報告をしてください。つまり，結果だけでなく出願を取りやめた

ものや出願はしたが受験しなかったものも含めてすべて報告してください。担任はあなた方が提出した

｢調査書発行願 兼 受験予定票」にその結果を記入しなければなりません。この資料は，県や国の進

学結果の調査(学校基本調査)の元データになったり，谷高の後輩のための進路データになります。全部

受験が終わってからでなく，随時更新していきます。すでに進学先・就職先が確定している人は，１月

２４日(水)の登校日までに報告を終えましょう。

なお，記入の際には，大学・学部・学科名（コース名等も）および入試方式を絶対に間違いがないよ

うに。私大では同一大学・学部・学科でも，入試方式が複数あることが普通になってきています。記入

データの間違いや記入漏れがあるとその都度皆さんに電話をするなど，調べるのに大変な手間がかかり

ます。くれぐれも間違いのないように記入をお願いします。

進路結果は合否にかかわらず必ず報告してください。よくない結果は報告しにくいものですが，

これは最低限度の「礼儀」です。担任だけでなく，お世話になった先生方（指導担当の先生や部

活動顧問）にも報告してください。



《今後の予定です》

１月２４日（水）

１限～３限（以下の内容が終了すれば３限終了を待たず解散となります。）

① 体罰等とスクールセクハラに関する調査（生徒用・保護者用）提出。提出は古封筒で。アンケー

ト及び封筒のすべてに記名。

② 卒業式出欠票の提出（16日配付）

③ 同窓会の同意書（９日配付）の未提出の者は提出

④ 同窓会クラス幹事（できれば男女各１名）の決定

⑤ 私物持ち帰り（机の中は空にする。）

机，個人ロッカー，廊下雨具かけの私物を撤去する。不要な物を学校で処分するのではなく，す

べて持ち帰る。

⑥ 調査書発行は随時申し込むこと。すぐには発行できません。余裕をもって担任に依頼すること。

⑦ 卒業証明書の必要枚数調査（交付日は2/29 それ以前は発行できません。）

１通は全員に渡ります。１枚で足りない人は申し出てください。なお，1/24以降も事務室で受け

付けますので，念のため余分に確保する必要はありません。

⑧ 個人ロッカー鍵の確認

生徒用の鍵を紛失した生徒は代金を集金します。

（予告） 鍵の回収とロッカーの完全封鎖は2/29になりますが，約１か月間使用することもないの
で，１月のうちにきれいにしておくこと。

⑨ 学年会計返金のための振込依頼書の提出（10日配付）

⑩ 進路決定，出願状況の確認

・｢調査書発行願 兼 受験予定票」を使った受験状況の把握

・受験報告書の提出

⑪ 受験出願の相談（必要に応じて）

⑫ タブレット回収作業

⑬ １，３，５組は教室床磨き，ワックスがけ。体操着に着替えます。

→ 以後１，３，５組教室は使用できません。

タブレット一式の返却について（再掲）

１月２４日（水）にタブレット一式（本体，カバー，キーボード，充電器，接続ケーブ

ル）を回収します。初期化作業があります。充電した状態で持参してください。破損や紛失

等があればその費用は原則自己負担となります。心当たりの人は本日あらかじめ担任に申し

出てください。

以下のすべての条件を満たした人にタブレット使用の猶予期間（1/２４～2/22まで）を

設けます。希望者は本日あらかじめ担任に申し出てください。

（ア） 一斉回収日1/24（水）の点検で異状を認めなかった。

（イ） 何らかの理由で進路決定のために必要とする。

（ウ） 回収予備日2/22（金）に登校できる。※受験等がある場合は要相談
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２月２８日（水）

１限～３限（以下の内容が終了すれば３限終了を待たず解散となります。）

１限

・年度の反省（調査書保存版のために，部活動の成績，取得資格，進路先と所在地等も含めて記

録） ・卒業アルバム発送住所確認 ・入試結果の確認 ・学年会計報告書配付 ・健

康調査票返却 ・私物がないことを確認する。ロッカーは空にして施錠する。 ・卒業式と

予行関連の連絡 ・卒業式に関連して集合・整列指導，頭髪検査

２限 総合学習（巣立ち講座） 格技場

３限 １限でできなかった内容

※ 終了後清掃，教室床磨きとワックスがけ（２，４組 体育着用意）→ 以後２，４組教室は使用でき

ません。

※ 全日程終了後，同窓会クラス幹事会（各クラス２名 １月に選出済み）

２月２９日（木） 卒業式予行・同窓会入会式 予行に合わせて時差登校（後日連絡）

３月 １日（金） 卒業式

※ 2月の行事予定表については決まりしだい Classiにアップします。

●携帯電話・スマートフォン使用時の一般的なマナー・心がけ

・ 書き込みを見る人に不安や不快感を与え，悪口やからかいと受け取られる表現等は，絶対に記

載してはいけない。

・ 他の人のことは絶対に記載せず，自他を問わずに個人を特定できる情報（学校名，学籍番号，

顔写真，等々）を記載してはいけない。

・ 常識として他人の家を訪問すべきではない時間と同様に，

『夜８時以降は通信（LINE，Twitter，Instagram等の SNSへの書き込み）を控え，
夜１０時～朝７時は特別な場合以外は通信しない。』


